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数学 支 援 システ ムMathematicaとREDUCE

に よ るデー タ処 理

情報処理センター 横田 浩

1.は じめ に

近年・コンピュータの利用 と言えば数値計算よりは文字データの処理(ワ ープ ロや

データベース等)や 画像 ・映像や音声データの処理がマルチメデイアとい う名の下に

よく登場するようになってきました。また,自 然科学の分野では,数 式 をそのままの形

で処理をす る数式処理も実用 レベルになってきました。これらを処理するソフ トウェ

アも多種多様ですが,こ こでは数値計算 ・数式処理を行 う数学支援システムの使用方

法について紹介します。数学支援システムのソフ トウェアには,結 果をグラフィック

スやアニ メー ション等で表現する機能を持っているものもあります(最 近 はほ とんど

サポー トす るようになってきました)。

本稿 では,現 在情報 処理セ ンターにある数学支援システムMathematica*【1】 と

REDUCE†[2】 の利用方法(環 境設定 と起動方法等)に ついて簡単にまとめます。いず

れ も,第2シ ステム室の ワー クステーシ ョンsparc2を 使用 します(情 報処理センター

に利用 申請が必要です)。 ソフ トウェアの詳細は文献[1-3]を 参照 して下 さい。

現在のREDUCE3.5は,平 成2年 度の教養部教育研 究用機器備 品費で購入 しPC_

9801VM21の ハー ドデ ィスク上にインス トール されていたREDUCE3 .3を,平 成6年

度に個人研究費で(ワ ー クステーション版 に)バ ージョンァ ップ したものです。新バー

ジョンはグラフィックス機能を持っています。

Mathematica(導 入時Ver.2.1.0)は ワークステーシ ョン導入 に伴 って購i入した もの

です(現 在 はVer・2・2にバージ ョンァップ されています)ま グラフィックス ・アニメー

ション ・サウン ド等の機能を持っている有名なソフ トウェアです。

2.環 境設 定

最 初 に,こ れ らの ソ フ トウ ェ ア が利 用 者 の ホ ー ム デ ィ レ ク トリか ら使 用 で き る よ

うに パ ス を 通 す 必 要 が あ ります 。 も し,ウ ィ ン ドウ版 を使 用 す る と き は,X11な らば

*MathematicaはWolframResearch社 の商標 です
。

†REDUCEはRAND社 の商標です。
‡平成6年 度 に 文 部 省 か ら科 学研 究 費補 助 金(奨 励 研 究A:XO6740231)を 得 てPowerMacintosh

6100/60AVとMathematical.2.2も 購入 しま しが,こ こでは触れません。
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/usr/bin/X11に,OpenWindowsな らば/usr/openwin/binに もパ ス を通 して 下 さ

い 。

REDUCE3.5

ま ず,/usr/1ang/REDUCE/binに パ ス を 通 して 下 さい 。 次 に,setenvコ マ ン ドに

よ り環 境 変 数 を設 定 します(.cshrcま た は.loginフ ァ イ ル に登 録 す る の が 便 利 で す)。

setenvr351mg/usr/lang/REDUCE/bin/r351mg

setenvr35wImg/usr/lang/REDUCE/bin/r35wImg

setenvgnuplot/usr/lang/REDUCE/bin

また,/usr/10cal/binに もパ ス を通 す こ とをお勧 め します(グ ラフ ィ ックス をプ

リンタへ 出力 す る とき に便利 です)。

Mathematical。2

/usr/local/binに パ ス を 通 し て 下 さ い 。

3.REDUCE3.5の 利用 方法

3.1.起 動 方法 と終 了方 法

REDUCEは 標 準 で は英 文字 の大小 を区別 しませ ん ので,REDUCE起 動後 は大文

字で入 力 して もかま いませ ん(sparc2'/.の ときは,UNIXで す ので 区別 します)。

REDUCE3.5の 起 動 に はr35コ マ ン ドを,終 了 に はbyeま た はquitコ マ ン ドを

使 用 します。 グ ラフ ィ ックス機 能 は使 えませ んが,日 本語 が使 えます。

sparc2'/.r35Q

REDUCE3.5,15-Oct-93

1:

これで起動が完了 します。

終了 の時 は(数 字 は10と は限 りませ ん)。

10:bye;nま た は10:quit;〔 コ

sparc2%

ウィン ドウ上 で使 用 したい ときは,X11ま たはOpenWindowsを 起動 した後 でr35w

コマ ン ドを使 用 します。 ウ ィン ドウ版 では グラ フィ ックス機 能(gnuplot)は 使 えます

が,日 本 語 は使 え ませ ん。
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sparc2'/r35w

ウィ ン ドウ版 はbyeま た はquitコ マ ン ドを入 力す るか,メ ニ ュー のSystemのQuit

を選ぶ と,以 下の よ うな メニ ューが 出 るので,Termを 選 べ ば終 了で きます。

ノ ヂ ナ ノ お ソ
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:plot(x**2,terminal=x};

:plotreset;

:bye;

'

3.2.グ ラフ ィ ックス機 能 の利 用

グ ラフ ィ ック ス機 能 を使 用す る ときは,REDUCEを 起 動後10adgnuplot;を 実

行 して下 さい。plotやPlotresetコ マ ン ドが使 用で き るよ うにな ります。 マウス で

gnuplotウ ィン ドウ を閉 じな いで下 さい。続 けてplotコ マ ン ドが使 用で きな くな り

ます。閉 じる ときはPlotresetコ マ ン ドを使 用 して 下 さい。
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EDUCE3.5,15-Oct-93...

:loadgnuplot;

:plottx**2,terminal=x);
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グ ラ フィ ックス をプ リンタ に出力 をす る場 合 は,一 度 ポ ス トス ク リプ トファイル

を作成 し,UND(のlprコ マ ン ドで 出力 して 下 さい(5節 参 照)。y=x2を 例 に ポス トス

ク リプ トフ ァイル の作 り方 を説 明 します。 ファイル名filenameは,自 由に変 更 して下

さい 。

loadgnuplot;Q

plotcommand:_("gnuplot>filename")$

plotreset;QQ

p:=plot(x**2,terminal=postscript);

pl・treset;〔 コ

4.Mathematical.2の 利 用 方 法

4.1.起 動 方法 と終 了方 法

Mathematical.2の 起 動 に は シ ェル ス ク リプ トmathを,終 了 にはQuitコ マ ン ド

を使 用 します(ウ ィン ドウの使 用 の有無 を問い ませ ん)。Mathematicaは 日本語 に は対

応 してい ませ ん。Mathematicaは 英文字 の大 小 を区別 します ので,注 意 して下 さい。

sparc2'/.mathQ

Mathematica2.2forSPARC

Copyright1988-93WolframReserach,Inc.

一一Motifgraphicsinitialized--

In[1]:_

こ れ で 起 動 が 完 了 しま す。

終 了 の 時 は(数 字 は10と は 限 りま せ ん)。

In[10]:=QuitQ

sparc2'/.

Motifは ウィン ドウを使 用 しな けれ ば(シ ェル ツール では)Termina1に な ります。OPEN

LOOKの=場 合 もあ ります。

本稿 で は,ア ニ メー シ ョンな らび にサ ウン ド機 能 につい て は触 れ ませ ん。
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4.2.グ ラフ ィ ックス機 能 の利 用

Mathematicaは,X11やOpenWindowsの も とで はPlotやPlot3Dコ マ ン ドな

どを使 用 す る と,自 動 的に ク ラフィ ックス用 の ウィン ドウを起 動 し表 示 します。 なお,

Quitコ マ ン ドを使 用 して終 了す る前 に,必 ず グラフ ィ ックスの ウィン ドウを閉 じて下

さい(Fileを 選 択 して,Quitを ク リ ックす る)。

Copyright1988-93WolframResearch,lnc.

r--Motifgraphicsinitialized--1　

In[1]:=Plot[x"2,{x,-10,10}]

Out[1]=-Graphics-

In[2]:=
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グラ フィックス をプ リンタ に出力 をす る場合 は,一 度 ポス トス ク リプ トフ ァイル を

作成 し,UNIXのlprコ マ ン ドで 出力 して下 さい(5節 参 照)。y=sinxを 例 にポス トス

ク リプ トフ ァイル の作 り方 を説 明 します。 フ ァイル 名filenameは,自 由に変更 して下

さい。

In[1]:=p=Plot[Sin[x],{x,0,2Pi}]QQ

Out[1]=-Graphics-

In[2]:_(Display["1psfix>filename",p];p)

Out[2]=-Graphics…

5.グ ラフィックスをプ リンタに出力する方法

上記(3節,4節)の 方法 で,ポ ス トス ク リプ ト(PostScript)の ファイル を作成す れば,
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REDUCEもMathematicaも 同 じよ うに出力で きます。こ こでは,フ ァイルfilenameを

出力す る場合 を示 します。

sparc2y,pslprfilenameQ

ま た は,

sparc2%1pr-Pricoh-Cllfiletype=ps,璽ofilename〔 コ

ま た は,

sparc2'/.lpr-Pipxlfilename〔 コ(ipx2,ipx3で も 可)

リコープ リン タの場合,-Cオ プ シ ョンは必ず 指定 して下 さい。 忘れ る と,用 紙 が大量

に無駄 にな ります。pslprはlpr-Pricoh-C'1filetype=ps,11を 実行す る シェル ス

ク リプ トです の で,こ ち らを使 用す る こ とをお勧 め します 。

Mathematicaの グラ フィ ックスは,デ ィスプ レイ 上 にカ ラーで表示 され ます が,リ

コb一お よびSunの プ リンタでは 白黒 で 印刷 され ます。 カ ラー で印刷す るに はセイ コー

プ リンタ§を用 い る必 要 があ ります。 ただ,用 紙が 高価 です ので,リ コー等 で確 認 の上,

完 成版 のみ を出力す る よ うに して下 さい。1prコ マ ン ドにおいて 一Pseikoの オプ シ ョ

ン をつ けて実行 して下 さい。

6・sparc2(center)コ ン ソー ル 以 外 か らの 利 用 法

ライ セ ンス の関係 で,ど ち ら もCPUはsparc2(center)し か使 用で きませ ん。 しか

し,rloginま た はtelnetでsparc2¶ ヘ ログイ ンす れ ば,ロ ー カル ホ ス トか ら もア クセ ス

は可能 です。特 に,ロ ーカル ホス トがSunの ワー クステー シ ョンの場合 は,グ ラフ ィッ

クス機 能 も利 用 で き ます。 パ ソコンの場 合 は,グ ラフ ィ ックス は使 用で きませ ん1

グ ラフィ ックス機 能 を利 用す るので あれば,ロ ーカル ホ ス トでOpenWindowsま た

はX11を 起動 した後 で,以 下 の方法 で起 動 して 下 さい。

ipcO1'/.xhostsparc2QQ

centerbeingaddedtoaccesscontrollist

ipcO1%rloginsparc2〔 コ

sparc2'/,setenvDISPLAYipcO1:00

sparc2%r35w〔 コ ま た はsparc2Zmath〔 コ

§カラーポス トスク リプ ト対応の昇華型プ リンタです。ポス トスクリプ トファイルのみ出力できます。
¶ホス ト名は情報処理センター内か ら接続するときはsparc2 ,セ ンター外か ら接続するときはcenterと
して下 さい。ただ し,SS-NET経 由の場合 はsparc2で す。
llMathematicaで はTerminalモ ー ドで一応使用できますが,詳 細な グラフなどは描けません。X11を
エ ミュレー トすれば,パ ソコンでも可能か もしれ ませ んが,確 認 して ありません。
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ipcO1の ところは,使 用す る ワー クス テー シ ョンのホス ト名に変更 して下 さい。rlogin

の代 わ りにtelnetで もか まい ませ ん が,こ の場 合 は も う一 度 ログイ ン名 とパ ス ワー

ドを入 力 して下 さい。
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Ma七hematicaに よ る グ ラ フ ィ ック ス の 一 例
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